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ジ(学 生課)を ご紹 介します…33
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開学30周 年 によせて
学 長 八 竹 直
昭和48年9月 に設置 された本学 は 、今 年11月5
日に開学30周 年 を迎 えました。
医学科で は2605名 の 卒業生 を数える までにな り、
'F成8年4月 に設胃 され た看護学科 で も、す でに
262名 の卒 業生 を送 り川 し、全道各地 や 令国の第 ・
線 で活躍li1で あ ります,、また昭 和54年 に設 置 され
た医学科 大学院博h課 程修 」'占は311名 、'F成12年
に設置 され た看護学科 大学院修L課 程修1'者 も12
名となってい ます、
これ ら卒業生の なか には母校 や全国の 大学教授
と して迎 えられ た方がすでに14名 に達 して います、
また厚 生労働 省 は じめ 、道 や 各地 の保健所 等の行
政官 や保健帥 と して活 躍 中の方 々が58名 の 多 くを
数 えてい ます 、
'r成5年 の開学20周f「 エソ後の10年 間 にお ける旭III























ア ドミッシ{ン セ ンター設買
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この 中で の特記す べ き事柄 と して はやは り、看
護学 科の設 置 と右護学科棟 の竣Tで す 一 また平 成
lO年 の 補IEjう 算で 予算 化 され たhfl属病院 再開 発 も
屯要 事項 です、病棟 の約50%が 増 築 され、検査 部
やr術 部はすで に完 成 し、既設病 棟の 改修 も来伶
に はす べて完成 す る予定 に なってい ます 、 また)k
年度 は集 中治療 部や救急 部 、 さらに外来棟 部 分の
改修 も計画 されて い ます、,これ らの完成 に よ って
患 者 さんの ア メニ テ ィが向Lす るとと もに 、講座
の枠 を越 えて 、診療 分野別の 診療がrl∫能 に な り、
よ り高度 な医療 が期 待で きる とともに、地域医療
への貢献度 が増す もの と考えています。
さて30周 年記念 行 事が11月5日 に行われ 、 まず
卒 業生 がい ろいろな分野で活 躍 して お られ る様/
をご披露 いただくことも目的 に、4人 の 卒業生 によ
る 「旭川 医科 大学30年 の 光跡 」 とriう タイ!・ルの
記念 フォー ラムを看護学科 大講義室で催 しました1、
当 日は 来賓 な らびに在校生や教職 員が 多数 参加 し、
盛 会 裏に 挙行 で きま したが、開学 記念 日であ った
ため 、在校生 の出席 がやや少 なか ったの は残念で
した、ご講演いただいた卒業生 は以 トの4人 の 方々
です、,
牧野 憲一氏(第1期 生 、旭川赤 卜字病院副院長)
廣川 博之氏(第2期 生、旭川医 大附属病院
糸r営企ppj部教お芝)
森 千 里氏(第6期 生、千葉 大学 人学院研究院
環境 生命医学教授)
中谷祐貴r氏(第21期 生 、1ソ:生労働 省大臣官1/1
統計情報部社会統計課社会医療統,ll'第=係長)
その講 演内'容につ きま しては 「旭川医科 大学li)1
究 フ ォーラム に特集 と して掲 載 を考えてい ます1、
この30年 間 、新設の段 階か ら呂=労を市ねて、旭
川医科 大学はv.派 に成 長 して きてい ると白負 して
い ます しか し最近 マ スコ ミ報道 で ご存知の とお
り、名義 貸 し問 題等 が指 弾 され てい ます 、,短い よ
うで も30年 間に は澱 が生 じてい たよ うです。 これ
らの問 題 を きちん と解 決 し、来 梓の法 人化には 新
しい機 構、新 しい気持 ちで臨み 、次 の10年 、20年
への飛躍 に川発 したい と思 っています「
今後 とも皆様の ご協力をお願 い します、
一Z一
国立大学法人化の課題
副学長 塩 野 寛
国立大学は2004年 度から新たに法人となる。こ
れまでとは異なる人事 ・会計制度 をとり入れ、そ































































の関係 を大 きく見直 し、法人が自分で決められる


























旭川厚生病院勤務 唐1崎 秀 則
先ll進 行胃癌の患 者の 執刀をす ることになった
消化 器科か ら外科に転科 して きた患 督にr術 の内
容 、合併症 、術後の経過 、追川 治療の可 能性 につ
いて執 刀医で あ る私 自身か ら説 明す る機 会 を設 け
る ことになる、,われ われはF術]'iLと な った患 者
に対 し、転科 に先 、ン1ちまず外来 の時点 で病気 につ
いて、 またf術 につ いて説明 をす るこ とに してい
る、,ただ しこの 時点で の説明医 が必ず しも執 刀医
にな るわけで はない、 この患 者もその ケー スで、
転科 後の説 明時 が、患 者と私 がゆ っ くり会話 をす
る最初の機 会で あ ・,た、 その説 明の1際、悪 占がお
もむろ にテー プ レコー ダー を取 り出 し、録 音 ス イ
ッチ をいれ た、 そ うい うこともあ ると先輩 医帥達
か ら聞 いて はいたので 、1つ いに白分に もきたか」
と思 い 、かつマ イナ スか ら始 め な くて はな らない
f,1頼関係の構 築 に負担 を感 じつつ も、いつ も通 り
に順 を追')て 説明 した、,潜い この患 斉は合併症 を
起 こす こ ともな く順 調 に経過 し、感謝のriを 述
べつつ 笑顔 で退院 された 、今回の例 によ らず と も、
は じめか ら医 療 に対す る不信 感 をあ らわに して接
して くる忠 者、家族 に最近特 に 多く出 会 う。似 た
様 な経験 をお持 ちの 方は 多い ことと思 う、
思 えば10年 前、私が医師 に なった 当時 は、医師
が まだ1お 医 者 さん」で あ ったよ うな気 がす る1
それ が 今では[医1劉 に な り、一 方で患 占は 「患
者さん」 か ら1患 者 様」 に変 わ った、や がて医帥
同f:が 洗 生」付 けで呼びnnう こと もな くな るか
も しれな いLIそ の意味 で は教師 に向 け られ てい る
llt間のllの 変 化 と似 てい る、 この間 多くの1矢療事
故が起 こり報道 され た.訴 訟 に まで は至 らない も
のの 、個 人的 に も1i験 す る患者 か らの 不満 は、 多
くが私 の意識の 低 さに起 因 してい たことは反省す
べ き点 で ある.い や 、意 識の低 さとい うよ り医療
側のli然 」 と患者側のi当 然」 との意1識の ズ レ
とい ったほ うが正確 であろ う、
股近 、現 在の 勤務病院 内での 医師 を対象 と した
リスクマ ネー ジメン トに関す る弁護Lの 講 演 を聴
い た。 そのlllで 演 者の弁 護 七は 「医療 はサー ビ ス
業です1と 繰 り返 し強調 され ていだ 、大筋 そ うな
の だろ うとは思 いつつ も、 この10年 の 大 半を費や
した自分の研修 医生活 を振 り返 った1時三、全面的 に
は納firで きない もの を感 じる、 この ように感 じる
こと白体 意識 が ズレて い るとい って しまえばそれ
まで なの だが 、職 業 とい う範疇 に くくるこ とす ら
難 しい 「研修医1達 が 、 これ までのII本 の医療 の
あ る 面 を支 えて きたこ とは確 かであ る1,つ らい
生活の なかでつ かんで きた もの に1誇りを持 つ こと
を禁 じる ことはで きない 、謙虚 さを持 つ こ とと誇
りを失わない ことは別の次 元の話 であろうI
I咋存、卒後lo年 目に しては じめて診療 チーム内
に後輩 を持 った1.私 の ドにつ い た後輩 達 は、iiよ
く働 き勉強 す る素晴 ら しい 「研 修医1達 で 、楽 し
く1年 あ まりを過 ごす ことがで きた 様 々な問題 を
解決 し医療 の質 を高め るために 、医師 の意識改 革
と ともに医療 制度 の改 革が進 め られ てい る、,これ
らの改 革が、われわれが選 んだ医師 とい う職 業を、
患 占か らの批 判 に耐 えられ るよ うにす る とい う後
ろ向 きな もので はな く、患 音か らの期 待 に応 え ら
れ る ような もの とな るべ く発展 させ 、現 在目を輝
かせ て研修 に励 ん でい る後輩 た ちと共に、誇 りを







周産 母fセ ン ター
助教授
出 熊 直 之
(rjllク1」ノドカ・ら2拝宇目力;許午～P
「師 」乏 ベ ッドあい てる?(X)病 院 が 今す ぐ母 体 搬 送 したい
んだってザ 、」「あるわ けない でしょ、ちょっとまってよ、他 の 病
棟 さが してみ るワ でもNICUも 空 いて ない わ よ!口 え一どうし
よう(TT)」 毎 朝こん な電 話 の や り取 りで診 療 が始 まる周 産
母1孔センターです 周 産 母1セ ンターと名不均{が変 更 になったた
めか突 然 の 緊 急 搬 送 が増 え、麻 酔 科 の 先 牛と ∫」術 室 スタ ノブ
にはい つ も 人変 お 世話 にな ・,ておりよす さて まえお きは これ
ぐらい にしよして 、小 生 とスタッフの 紹 介をした い と思 い ます
私 は'1之成 元年 に 本学 をi'�:QY:1'(11期)し、同 年 、1,壱婦 人 科学
教 室 に 人 局,1'1,後5年 間 の 関 連 病 院 での 臨 床 研 修 を終 えた
あと'1ろ成6年 に 本 学:人学 院 に 人学 致 しました 院 で は1くに 生
殖 ド・1分泌 学 を専攻 して おりましたが 、'r成8年 、院 の途 中で渡
米し、米lliNICHI)(Nationalinstittrtcofchildhealthand
humandeve・loptnent)に:3年 間 程 おIll話にな りました それ 以
来研 究 分野 は 発生 生物 学 がkと なってお ります,当 時 は トラ
ンスシ.「ニ ックマ ウス(遺 伝 ∫孔導 人マウス)や ノックアウトマウス
(遺伝 」七欠 失マ ウス)がCi'期 であり、私 ももっぱら凶 暴 な ネズ
ミや 、令 くや る気を%Lせ ない ネズミやらと暮らす 征llで した(導
人遺 伝rに よっては 、マウスσ)習性 をす っかり忘 れ て しまう超
攻 撃 的 なマウ スが生 まれ る)「 ド畳岳体 の 発 生 を巾心 に研 究 し
てお りました ため 、い つ の まにか ネズ ミ胎 児 ドr:体 の 摘 出}
術だけは完 壁 にな って い ました、その 後'F成11年3月 に帰 国 、
博i2課 程を修 ゴし、1司年4月 に産 婦 人科 学 講 座 助 予に採 用 さ
れ 、不妊 症 分 野 を 阪引鵬」として 、今度 はも')ばらヒトの 体 外 受 精
に 明 け 暮れ てい ました、そして 今回 平成15年4月 より、周 帝 母
/セ ンターの 産 科 部 門 に移 弼,し、「司年7月 に周 産fサ/セ ンター
副 部 長(助 教 授)1こ就 任 、現 在 に至')て おります
周 産 母rセ ンターは 前 学 長 等 の 御 努 力1二より、F成15年4月
に 新 設 され 、小 児 科 学 講 座 か ら新 生 児 科 が 分離 、産 婦 人利
学 講 座 からは 産 科 が 分 離 して 母体 管 理14床(院 内i二 事中の
ため現 在11床 十1」)R2床)NICU6床 、NICUの 後 プ技 援 ベ ッ
トとしてGCU(growillgcaremit)6床 を 行す るセンターとして
誕 生 致 しました 現 在 産 科 的 には ハ イリスク妊 娠 が6割 以Lを
占 め て おり、 ・般 の 市 中 病 院 か らの 紹 ∫「症 例 が ほ とん どで
す 看 護 スタッフも非iiiに高 い モチ ベ ーションを持 って おり、新
生 児搬 送 も含め 、ことごとく患 児 を受 け 人れ てくれ ます(た ま
に林 講 師 とF分 けしてrl腹 をWJっ て飲 食 に連 れ て い き、御 機
嫌 を取 ってい ます か 、その 経 費 もばか になりませ ん)1
それ で は順 に 当センターの スタッフ紹 介 を以 トに記 ・賊した
いと思 い ます
セ ンター部 長:藤 枝 憲 ㌃教 授 、御 存 知 ダンデ ィ藤 枝 で すII内
分 泌 学 の ポスです 、
セ ンター副 部 長:私 です1人1分 泌 器官 を体 外f雪'成中です
NICUチ ーフ:林時 仲 講 師.ス タッフ看 護 帥 からお 父 さんと1呼
ばれ てい ます 極 小 未 熟 児 は 母親 の か わ りに400グ ラム台
か ら育 てて くれ ます 、新 生 児細 菌 叢 の 形 戊 をfill究してい ま
す 新 聞 にも1申1ました、
NICU副 チ ーフ:竹lll津 原 里r助r、 身 体 は 人 きいで す が 、繊
細 なテクニ ックを持 ってい ます 胎 児 発 育 遅iの 分 」孔遺 伝
学 的 解 明 にユ収り糸11んでい ます 、
産 科 チ ーフ:小 島 貴 志 助 手 惇 門 は シックハ ウスなどの 環 境
医 学 無 痛 分 娩 や ∫・休∫f寸芝に 長 け てい ます ノ1・島 さん と
1呼ばれ て います 、
産 科 研 究 チーフ:宮 本敏 伸 助 手.イ ンバ クトファクター1点 多 発
lllいでしたが 、最 近Lancetにaccep1さ 才1たため ノ∫針 を変 え
るそうです,,配 偶f形 成 の研 究 をしてい ます 、
NICU医 師:長 屋 建 医 員 。NICUの 男性 アイドル です 、うまい 、
はや い 、まじめ。極 小 未熟 児 の 気 管 内 挿 管 は 数 秒 で()KII
I(=F-'Lの胎 児 発育 遅 延 に対 す る関 与を解 明 しつ つ あります、
産 科 医 師:日 高 康 弘 医 員 、産 科 臨 床 の 要 、研 究 は 産 婦 人科
感 染症 性 感 染症 にお'悩み の 方 は 、彼 に相 談 す ると良 い 、
産 科 医 師:佐 々木 禎 仁 医f,」 胎 児 超 蔽 皮llll生llilIkliのプ
ロ 研'究は 分f生 物 学 的r法 を㍗等本助rの もとで 特㍉洲
中II'.ま でには博12号 を取 れ るは ずだが ・一
以Lの 専 任1矢師 び)他に小 児 利 ・産 婦 人 科Ik.f'IIN}座から中 期 ・
初 期研 修 医 が常 時 数 人配 置 され てい ます 、
仕'1}は常 に24時 間 体 制 で 非 常 に厳 しいです が 、新 しい 生
命の 誕 生 は 今 だに感動 させ られ ます 、,どうか 今 後とも生 まれ た







ア ト ミ ノシ1ン セ ン7一
大 谷 奨
川身 尺学:筑 波 尺学 大学院
縁あ って 本年10月1日 よ りア トミッシ ョンセンタ
ーに所属す ることになりました、北海道生 まれの私
ですが、1・数年 大阪で教職課程の教 員と して勤務 し
て 参りま した「1導門 は教 育制度 史で、特 に戦前道内
の 中等教育リこ及びli本 の高等教育 と中等教育の接続
関係が現 在の関心領域です 、人学試験 の操作で学生
の質を調整 しよ うとす ることには限界があ り、 入試
制度は人学後の トリー トメン トとセ ットで検討 しな
ければなりません「








・庭"吾 内 藤 永
IIlll身人学:1川 ヒ入学
平 成8年6月 に 講 臼巾と して 着 任 して 以 来 、 多 くの
方 に 支 え ら れ て 教 育 と 研 究 に 従 巾1する こ と が で き ま
し たrl心 よ り感 謝 い た し ま す1、 こ の7年 間 は イ ン タ
ー ネ ッ トが 急 速 に.IC.H及したu寺 期 と市 な り 、 研 究 も ネ
ッ トワ ー ク を利 用 し た 英 語 教 育 に 関 心 を 寄 せ る よ う
に な り ま し た1,そ の 過 程 で 、 「活 字1の 重 要 性 を 認 識
して い ま す1、活 き たuに 触 れ 、 活 き た 言 葉 を 川 い
る こ と は 、 教 育 、 研 究 だ け で な く 、11常 に お い て も
非 常 に 重 要 な テ ー マ で す.
今 後 も 変 わ ら ぬ ご 指 導 と こ 鞭 披 を よ ろ し く お 願 い
い た し ま す 、,
一j一
一 開孝30周 年 記 念 行灘事一
本学は、 今fトで開学30周 年 を迎 えま した,こ れ を記念 して 、本学記念 日の11月51」(水)に 本学 及び111内ホ
テルを会場 に、学内外の関係 占約200名 の 参加 をい ただ き、盛 大に開学30周 年 を祝いま した 、
本学 看護学 科棟 大講義室 で行われた記念 フ ォー ラムでは、 「旭川医科 大学30年 の光跡1を テーマ と して 、
第1期 卒業生の牧野1惹 ・氏 が地域医療 貞献 、第2期 の廣川 博之氏 が教 育、第fi期 の 森r里 氏 が病院運営 、第
21期 の 中谷祐iiij上丸が医療統計について講演 し、引 き続 きハ ネルデ ィスカッシ ョンを行い ま した1
巾内 ホテルに会場 を移 した記念式 典では八竹学長の式辞 に続いて、x部 科学 大臣(代 理小松,,.y,課1走)、
lll村北海道 大学総長、北海道知事(代 理小ll1保1建福 祉部長)及 び菅原旭川 市長か ら祝辞 をいただ きま した、
その後、地域 貢献報告と して 本学健康科学講囚'1のlll田貴彦教授か ら 「この30年 間の地域 にお ける医療 水準1
につ いて、眼科学講座 の1畳ボ「H晃敏教授 か ら 「遠隔1矢療 セ ンターの地域 貞1献の現1犬」につ いて スラ イ ド映"」:が
行なわれ ました.
式 典終r後 には祝 賀∫ミが1制かれ、歴代0)'学 長、1丙F完」乏、珂哉員OB、 」莞耳哉教職 貝が ・1司に会 してこの30年 σ)














































































第llui(53{卜 ♪斐)卒 業r{1[三書」受り・式 挙ff
大学院1矢学研究科日斐置
医学部附属実験実習機器セ ンター設胃








麻酔学講座 を麻酔 ・蘇生学講座 に改称
















看護学科3大 講座制 を1メ(講 座制に改組
救急医学講座開設












































































授業評価委員会委員長 小 川1勝 洋
平成1年 度か ら学生による各教官の講義に対する授 業評価 と科 目令体の企画に対する評価が行われ ており、
14年 度 か らその結 果を1か く"らおか」 に掲 載す ることにな・,てい ます/♪1[1は 講義 に対す る評価の21ill目 の
掲載で 平成15年 度前期分の結 果です、
公表o)1勾容 は前1口1σ)方釧に貝1」り、1)全 教官 の得♪∴〔分イ1∫と部局"lj教官v)平 」勾点 とi浸高ノ∴〔・最i1.!�!、2),1¶'
価 を受けたすべての教官の うち、得IIが1.位 の20%以 内 に人る教官 について教官名、所属 名、科 目名(必 修 ・
選択0)付 記)、ll時 、対象学生 、履修 者(登 録 者数)、 配 付数 、回収数 、回収率(回 収 数/配 付数)、3)特 に
得点の高い ヒ位3名 の教官 に対 しては問3～14の 点 数および教官 による学生1看1'価に対す るコ メン トを掲 載 し
ま した、
学生によ る授 業評価のU的 は、授 業内容 や方法について学生 との コ ミ.⊥ニ ケー シ ョンを深め ることによ り
学 生の声を受 けil:め、授 業の改 善につ なげてい くことです また、 本学 の法 人化中期II標 のiに1教ff活 動
の評仙 および評価結 果を質の改 葺につなげるための 具体 的 方策 」と して1学 生によ る授 業,i」1'価」が位置{」け
られてお ります、 来f卜4月 か らの法 人化体制の ドで、 「学 生による授 業評価1は 教育の改 善 ・充実のためにま
す ます 「庭要にな ると思われ ます1現 在 、本委員会の ワーキ ンググループで.'1`frffi項liの点 検 ・児直 しなど検討
いただいてお りますが、 この 事業が充実 し、よ りll的 の達成に貢献 で きることを願 って おります




























































一一 一一 一 一7}
講義 を受 ける前 に、履修 要項 を読 む等予習 をしましたか。
この授 業中に、授業内容 を理解す るための努力 をしましたか。
講 義 計 画
問3
問1
講義はよ く準備 がな されてい ましたか。
履修要項 に沿 った講義で したか。
教









一 丁 一 一 一 〒
教育に対する熱意が感 じられましたか。
教 教官は授業の 中で、学生の参加(質 問 ・発言等)を 促 しま したか。







明瞭で聞 き取 りやすい話 し方 で したかn
教材(プ リン ト、スラ イド、板書等)は 適 切で したか。
今後の学習の意欲 を増 す内容 で したか。
教官 は講義 において重要 なところを強調 して くれ ましたか。
授業 は理解 しやすか ったです か。
知識 が豊富で論理 力に優れ ていま したか。
　 一 一『一










強 くそ う思 う(非 常 に良 い)
やや思 う(良4、)
どち らとも言 えない(普 通)




局 得 点 者TOP3
英 語 内藤 水
科 目名 医学英語 皿(医 学科第3学 年前期/必 修科 口)
fl時'F成15年6月12日(木)3講ll
履修 者数18配 付数171日i収 数171111収 率
*訓 そf山i糸占果(1"t`J)
R'd3RU4f・75
4.74.34.6聴IttJ74.6賢 駅ll狸 聾 聾i響1聾
'r均
4.60
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
医 学 英語lllは 必1i'xであ る が 、5人 の 教 官 が 異 な る テ ー マ を掲 げ て展 開 す るll苗義 か ら選 択 す る ため 、学 習
動 機 が 明 確 な学 生 が 集 ま る講 義 で あ るrr;a'1'fd6の 要 因 は これ だ け で な く 学 生 ・教 官 ・研 究 占の 連 携 で
授 業が 成 、ン1して い る こ と が 大 きい 、担 当 科11す べ て に つ い て学 年末 に匿 名ア ン ケ ー ト調 査 を 行 っ て い る1
毎 年学 生 か らfi益 な意 見が 寄 せ られ 、授 業 改 沸 が図 られ て い る ま た 、 外 国 人 教 師 の サ イモ ン ・ベ イ
リー 氏 に は授Y:内 容 に関 し て 毎 年 示 唆 に 富 ん だ 貴 重 な コ メ ン トを 頃 戴 して い る さ らに は 、 日本 医 学 英
語 教 育 学 会 な どの 学 会 活 動 を通 じて 他 大 学 の 先 生 か ら実 践 的 な助 、∫を 頂 い て い る こ れ ま で受 講 した学
生 人 ・人に 、 そ して 、 先生 方に 心 か ら感 謝 し たい
「
」卜常 勤 講 師 ゲ エ ン ド リ ン ・ギ/'ラ ガ ー
2
科li名:医 学 英 語 川(医'7二 科 第3学 年 前 期/必fl劣 科 目)
口1時:'1勺 ∫k15f卜611121i(木)3i1+411
履 修 κ数:11配 付 数:101ul収 数:1011illlく 率.100.O%
*評 価 結 果(平 均)
問3問4rlll5口 凸】6;間7問81問91�iio問11面2-「 冊13h凸 」14卜 幽
4.6i.94.II).・ ㌦84.64.513.74.54.14.64.74.4Ei
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
1'ti'"r.関係 の 新 聞1記'1"を 学 生 と 一緒 に読 む の は 看ムに勉 強 に な 一)て、学 生 と 色 々話 す の1ま とて も 楽 しか')
た 学 生 た ちの ノ∫も勉 強 に な って 楽 しか っ た と 分 か って 、嬉 しい で す
10
(
副 学 長 塩 野 寛
3


























*評 価 に対 す るコメ ン ト
法 医 学 は 、 社 会 医 学 の 基ll楚医 学 に 位 置 して い ます が 、 そ の 内 容 は 、 死 体 検 案ll}を1)け る臨 床 医 に な る
た め に 必 要 な 知 、,li覧を教 え る 科IIで あ る 屋 内 や 屋 外 で 亡 くな')て い る ヒ1・を診 て 、 死 因 を}rけ る こ と を
lll白と して い る そ の 講 義 が、学 生 に興昧 を もって受 け人れ られ た こ と に感 謝 して い る
(







看 護 学 講 座 「
ト行 護 学 講 座
教 官 名 … 科 目 名
ト
油 野 民 雄i生 命 科 学11
ト
Lli勇 次郎 生 命 不ぐ1学1
水 恵'法 医 学清
副 「.一.流 一命科翰'
谷 口 隆 信2生 命 科 学 田
r
藤 尾 ミツr!代 謝 栄 養 学






















　　 　 　 ゴ 　　　　 　 　
生 命 科 学IX⊥ -
1L命 科 学Vlf I
代 謝 栄pc学 …-----
1,C{礎 看a学 ・ ⊥ …
必 修
必 修
学 「 必 修



































































自身の出席状況 について 、お答 えくだ さい1
は、授..の 前後に、授 業を理 解す るための努力(1ワ 習 ・復
を しま したか一
は、授 業中に、授業σ)内容 を理解するように努めま したか,
利 体の履修の 目的は、あ らか じめ明確に され ま したか
題間で 、内容 の甫 複は避 け られてい ましたか
i題 に割 り1て られ た授 業時間数は適 切で したか
官 は、履修主題に沿 って授業 を行い ましたか
ヒ題の難 易度は、ほほll司じ程度で したか
体の内容 は、理解 しやす い もので したか
体の内容 は、今後の学習意欲 を増す もので したか1
体の履修のll的 は、最終的 に達成 され ましたか1
提 出物(レ ポ ー ト等)の 量 と内容は適 切で したか、
目全体のtflllh義.!plljに対 しての あなたの総合評仙 を示 して く
51強 く そ う思 う(非 常 に 良 い)
処I」 ぐべ⊃思 う(良 し⇒
.i1ど ち ら と もriえ な い(.lfif通)
21あ ま り そ う思 わ な い(あ ま り良 く な い)
41全 く そ う思 わ な い(良 く な い)
(
科ll名:社 会 医 学ft礎T(1矢 学 科 第1学 年 前 期)






















*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 社会医 判
、朧1コ ーデ 仔 一 タ・・ 近 藤 均
ri脳(前 学 長 ・Uil副学 長 ・前 病 院 長)が 各1コ マ 、 残 りを 筆Yが 担 当 した 初 年 度 で あ っ た叶 でrと
bdじ 陣 容 で あ る 内 容 も咋 年 とほlfl司 じで 、 コ ア カ リ 「A.基 本 串項 」 の[1。1矢 の 原 則(1)医 のll市
理 と 生 命倫 理1に ほ ほ 忠 実 に 対 応 させ た フ ロ野 球 界の 「2年 目の ジ ン ク ス で は な い が 、 慣 れ に よ る
油 断 の ため か 、"1{価 はll1一年 よ り やや ドが っ たf1'_が1:念 場 で あ ろ う 学 生 の 白由 記 載 欄 に あ)た 批1「II
的Y.ILn%Lとして 、 試 験 の 分lltが 多す ぎる 、=首 脳 の 話 が 専 門 的 過 ぎ る 、 説 明 が 速 す ぎ る 、 テ キ ス トと プ リ
ン トに 全 くllijじ之章 が 散ivさ れ る 、 な ど がfiに 付 い た 筆Yに と っ て 最 も痛 い 指 摘 は 、 「顔 がLが 一って い
ませ ん 」、 つ ま り学 生 の ほ う を 見 て 講 義 して い な い 、 と い う点 わ か っち ゃい る け ど1可と や ら シ ャ イな
性 格(?)の 改 造 に取 り組 む と し よ う また 、 園 会 医 学 基 礎1のiか らIVま で が 出 揃 一)たの で 、 各lll'li教
官 で じ っ くり話 し合 一)て、科]内 容 のN的 関 連 を 図 るべ く 、 トー タル なn味 も して お きた い
欄
一12一
科 目 名:生 命 科'7tI(医 学 利 第1学f卜 前 則」)
履f傷 者数:92配f寸 数:90回1収 数:90回 収 率lOO.O%












*評 価 に 対 す る コ メ ン ト/1
こ命科 学1コ.デfネ,,,.上 ロ 勇 次 郎
本 科 日 は 生 物 学 を一L体 と した講 義 で 、 生 命 科 学U～Mの 基 礎 と な る導 人 コ ー スで あ る 、ll1年 、講 義 企
lllliの総'a"f'価 で 比 較 的 良 い評 価(4.0)を 受 け た が 、 高 校/1物 を履 修 して 来な か 一った 学 ノ1・.からは 講 義 内容
が 難 しい との 指 摘 も あ った,そ こで 今 年 は 内 容 を 児 直 し、 精 選 と縮 減 を 行 っ た1し か し 今年 度 、 わ ず か
で は あ る が(O.1ポ イン ト)、fl卜 度 よ り も総 合 評 価 が 低 トして しま っ た 講 義 内 容 に さ ら な るIl夫 を加
え る 必 要 が あ る、,
昨f卜度 と比 べ て;i=.度 最 も 大 き く評 価 が 低 ドした 項Ilは 、問2(あ な たは 授 業を 理 解 す る ため に1'iii・
復 習 を し ま し たか)と い う学 生 自 身 へ の 問 で あ')た(3.8→,,.,J.Jポ ィ ン1・)白 学 自習 の 努 ノ7の足 りな い 学
生 が[講 義 を 理 解 で き な い1、[試 験 のlllが 不適 り劃 とllll答して い る と い う側 面 が あ る の で 、5'`nl」d,`内容 の
安 易 な 軽 減 を これ 以 ヒ行 う こ と に は 問 題 が あ る と 考 え て い る 学 生 の 白 己 改 善 と教 官 の 講 義 改r:は 授QY.h:
改 ・匹1'〔に お け る"弔 の 両 輪"で あ る とい う こ と を 、 学 生 諸 君 は月「に φ名じて も らい た い1
`
科ll名:生 命 科 学II(医 学 科 第1学f卜 前 期)
1榎fl{≦者 数:92酉 己付'数:90[旦 」月){数:89匝 」且収率98.9%












































人変 厳 しい 評 価 を トされ ま した
とが 特 徴 で した コ ー デ でネー ター・と して は 、2年 前 か ら,,国 的 に実 施 され て い る 「医 学 教 育 モ デ ル ・コ
ア ・カ リキLラ ム」 の た め の 「準 備 教 育 の た め の モ デ ル ・コ ア ・カ リキ ュ ラ ム」 に 示 され て い る物 理 学
分 野 〈物 理 現 象 と物 質 の 科 学 〉 の 到 達 目櫟 を 目指 した 内 容 を精 選 して 展 開 して い ます が 、 最 近 の 中 学 、
高 校 カ リキ 、,ラム の 変 更 を 反映 して か 大 学 の 授 業 との ギ ャップ が 非 常 に 大 き い 事 を痛 感 させ られ ま した 、
これ は 斜ll的 な 傾 向 た と思 い ます 一1補 習 授 業 の 充 実 が 必 要 と思 わ れ 圭す が 、 カ リキ ーrラム ト、 あ る い
は 担'li講 師 の イ{足な ど で 実 現 させ る こ と は非 常 に難 し いの が 現 状 で す どの よ う な 教 育 を してt,1礎 、臨
床 医 学 教 育 へ 橋 渡 しを す る か悩 む と こ ろで す この 科 目の 臨 床 の 先 生 に よ る 講 義 は 、 コ ー一ピ ー ・ブ レ イ
クの 役 割 を 果 た して い る よ う で 、学 生 の 評 判 は 大変 良 か っ たの が 特 徴 で す 今 年度 か ら 高 校 の 学 習 指 導
要 領 が 改定 に な り、3年 後 の'r成18年 度 に は この 新 指 導 要領 のILに 教 育 され た 新 高 校 生 が 人学 して き ます1
生 命 科 学ilの 講 義 内 容 と授 業 内容 、 乃法 の 再 検 討 を しな け れ ば と思 って い ます
生 斜 骨1口 ・イfネ ・一タ・一 谷 本 光 穂
自 由 記 載 欄 を読 む と 、 「も.,と や さ し く」 と い う 希望 がJl常 に 多い こ
一1J
科f1名:生 命 科 学lll(医 学 科 第1学fr・ 前 期)
履1i'=数:90配 付 数:90回 収 数:89 回収率:9&9%
*、}・1乏fllli糸占果(平 均)
　 　 　　 コ 　 　 　
暇 一「豊劇 器⊥畿 騰 ・麗 .麗 一.黙・器±1潔目認 旨1器il認T-
1"1191'1,115.i凸n61凸 」171R'Jl8
ヒ 　　 　 　 　 ド 　 　
i
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト ・1凡命 梓 湘1コ .一デ で不_タ..山 内 一 也
ノヒ命 科・学mの 授 業1人」容 は 、 コ ン ビ』.ビ ータ ・一 リ テ ラ シ ー 統 計 学0)初 歩 を";をぶ こ と に あ る.ク ラ ス をA糸IL
B糸i[の2ク ラ ス に 分 け 、A糸 「1がコ ン ピ'.1タ ー ・リ テ ラ シ ー を 受 け て い る と き は 、B糸11は 統i',一:U.)聖 乏業
を'受 け る と い う よ う に し て 、 担'Il教 官 に は 負 担 増 と な る が 、 週21111の 授 業 を 展1井1し た.1あ な たrl身 に'..)
い て1と い うli'断llio)∫頁で は 、4.4、3.3、4.0と い う評f山 で七あ る が 、 特 にIIFI席 状75t'.u).'1'Uitiがll"1い0)は 、 コ ン ビ
.,一 タ ・・リ テ ラ シ ー で は 毎llllレ ポ ー トを 提1唱 し な け れ ば な ら な い こ と 、 統 計 学 の 授 業 で は 、 毎IIII小 テ ス
トを 行 い 次Illlに 解 答1列 を つ け て 返 却 す る と い う授 業 形 態 に よ る も の で あ る と 思 わ れ る 「科ll構 成 と い
う 評flllio)項 で は 、3.9、4,0、3.8、4.Lと い う 評 価 な の で ・応 の 評fliliを受'け た と 考 え ら れ る[科ll内 容 と
い う評 価U)項 で～は 、.,.,.(i、3.i,3.3、3.E,と い う1'FUuiな の 一(＼ 授.裳1勺'(iも う 少 しllた を 凝 ら す4と・要 が あ る
、よう で あ る 「試 、験内'ヂ劃 、1総 合 評llllilで は3.6、3.8と い う評 価 な び)で ・応 の 評fllliを受;'ナた と 考 え ら れ る
(
f 1
千こ1」1名:f:1こ1矢"}二=」 畳1(i楚HI(1実.J不 こ1・1窮2"}二=f卜 自fl期1)
lf壁fl'をκ 委{(:92酉 己{・1'凄…!(:921ロ1小 く数:～)lllll月 え;身・く:98.9%
*ll¶ そfllli糸1lll果('1;・⊥り 〉







*評 価 に 対 す る コ メ ン トi
l'1.1.医学II騨illコ 、.ラ 停 一 タ_田 中 剛
liltdpi:の目IFFノは 、IPILL理 解(self-21W81"CIICSS)と ケ ア0)理 論 と をIlll発,1、1、〔に し て 、 「医.療 に お け る コ ミー1ニ
ケ ・一シ ー,ン ・ ス キ ル の 基 礎 」 が 最 糸II')に1矢 師 と二411L、者 」 関f系 に と 一..・て い カ・に 倉 意 で あ る か を 説11月す る こ
と に あ り ま し た し か し 、 こ の 観,1、1、〔か ら_ra.ril4義を 展 開 す る こ,ヒ の 困 難 さ は 、 わ がll;1に お い て 医.川i中 心,II!ぴ)
lrli接技 法 的 な マ ニ ーLア ル は あ る も の の 、 本 格 的 なri'.1暫'中心!皇1の コ ミ ーFニ ケ 』一シ ョ ン 研'究 が 仕1=が.1て い
な い こ と 、 よ っ て 両 占'が統 合 され た 理 論 的 道 し る べ が な い こ と か ら 生 じ ま す
今lIllの 学 生 諸1丸 の 評 価 に は 、 全 体 と し て 人'変 厳 し い 判 断 が/-IJれ て い た よ う に 思 わ れ ま し た 私 の 担
,,,i分野 が1社 会 医 学 基 仮楚」 と い う'必f修 科 目 の な か で
、 そ の 位 置 をn11確1.二 訴 え る こ と が 不1一 分 で あ')た の
で あ ろ う と 推 測 し て い ま す た だ 、 こ の 分 野 が こ れ か ら 既 成 の1社 会 医 学 」 にt,を 投 じ る と い う1'・感
1よ、 学 生 諸 氏 の 湯父1励の 、壱:兄 か ら 汲 む こ と が で き ま し た
改 淳 点 は 多 々 あ り ま す 謙 虚 に'受'け と め て 、 努t,し た い と 思 い ま す
(
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科ll名:生 命 科 学 、皿(医 学 科 第2学 年 前 期)
履ll毎κ数:97配 付 委文:971]1収 数:97回11く 率IOO.0%













*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 生
,fl珊学 、lllコ・-7fネ ーシ・一 谷 ロ 隆 信
今 年 度 の 生 化 学 は 新 々 カ リに 対応 し、 代1謝をliI心 と して 組 み 、ン:てま した 先 ず 、 出 席 を と れ と,τう コ
メン トが最 も 多く(6/1'3)ち ょっと驚 きま した 次 が 、生 化 学 は 黛体 像 が つ かみ に く く取 っつ きに くい(5/2:})
で した 、1い方は 悲 い か も知 れ 圭せ ん が 、 医 学 部 は 学 問 をす る 所 で あ る とllil時に 国 家 試15灸に 合格 す る た
め のiつ備 校 的 な 側lrllもあ り ます 、 川 席 を と る 」ワ備 校 が あ る で し 、よ うか 医 学 知 識 は 日 々拡 人 して お り 、
白 ら進 ん で勉 強 す る とい う学 究 的 姿 勢 は 、 独 、kした 医 師 と して 必 要 な 資 質 で す 患 者 さん の 病 態 に納 得
が い か な け れ ば 、教 科 淋 は も ちろ ん 最 新の 之献 を 漁 り仮 説 を 得 て 再 び 患 昔 さん に 向 か う と い う流 れ は 、
患 κ さん の 病 態 を実 験 結 果 に 置 きか えれ ば同 じ こ とで す フ リ ン トに 関 して 英語 は や め ろ(3/13)と1ガ う御
意%Vが あ り、 これ は 考 え違 いで す この 光 、 英 語 と イン ター ネ ッ トは 必 須 で す 、図'}館 やMrdlinrか ら最
新 の ↑lli報を'jlきlllll.1一た め に さ あ 、JollllGunner諸 君 、 も う 目覚y)る(諦 め る?).y:で す 運 命 に 、ン:ちllllい
宿 命 とIJrlて 行 っ て ドさい 、、、
d♪ ♪d、`1♪ ♪.1、、Il♪♪d、、、
不ご臼1宮1:ノL匹 で1†不こド}二:LX(1矢i"}二:f斗 冨12"}二:fl'・1〕ll其月)











*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 牛命利鴇
、,_デ でネ_ク_高 井 章
● 教1'1!Plの講 義 の や り ノ∫に 関 す る設 問(ド 回3か ら問13ま で)に つ い て の 平均 ポ イン1・が4.18と 、 まず まず
の 「得 点1が 得 られ て 、 ひ と まず 安 心 して お り ます
● 今Illlの生 命科 学IXは 、 前'卜2/:iが 牛 命 科 学 岡 と連 動 した 生 化 学 講 義 、 後'r1/,,が 後 期 の1,1礎 医 学i
に お け る 人体 生理 学 の 準 備 と し ての 細 胞 生理 学 序 説 、 とい う形 を と っ た た め 、 翁体 と して の ま と ま り
が と れ るか ど うか 、 少 し気 に掛 か っ て い ま した.し か し 、.iLの[得 点 」 と何 人 か の 学 生 さん の コ メ
ン トを読 む と、 お お む ね 好 評 の よ う'ぐした
● た た 、 講 義 ・実 習 の 進 行状 況 が 全 く異 な り 、 従 一って そ れ ぞ れar.な っ た レ ベ ルの 到 達 目 糠 を掲 げ る 生 化
学 と 生理 学 の1武験 を1司時 に 行 っ た こ と につ い て は 、 か な りの 学 生 さん が と ま と っ て い た よ う で す こ
の 点 は 、 斗(年度 へ の 検 討 課 題 だ と思 い ます
一15一
科 目名:生 命科学X(医 学科第2学 年前期)























生命科学xコ ーデfネ ・一ター 若 宮 伸 隆
免疫 学 の 講 義 を 大変 革 して/年 目に な り、 各教 官 も準 備 が 整 い 、咋 年 よ り履 修 目 的 達 成 や総 合 評 価 と
も 大幅 に ア ップ し、教 官 諸 氏 の 努 力が 実 を 結 び 始 め た感 が し ます ま た 学 生 か ら も免 疫 学 が 面 臼 い 、 興
昧 が わ い た と評 価 す る コ メ ン トが'径体 の3割 も よせ られ ま した
学 生 か らの 注 文と して は 、 「全体 を 兄 渡 せ る講 義 が あ る と 免 疫 と い う複 雑 な 概 念 が つ か み やす くな るの
で は 羽 と い う指 摘 を数 件 受 け ま し たの で 、 講 義 の 最 初 に 行 ・)てい る 分f生 物 学 の 復 習 を 減 ら して 、 免
疫 学 概 論 を 行 うll・1澗を と り たい と考 え て い ます.
ま た 学 生 か らの 指 摘 と して 、 「教 官 の 講 義 に バ ラ ツ キ と 弔 複 が あ る1と の 「拝で す が 、 屯 要 な 部 分 はr
複 す る(ク ロ ス トー ク)と い う こ と で 重 複 は お 許 し を願 い 、 バ ラ ツ キ に つ い て は 教 官 諸 氏 の 、 よ りい っ そ
うの 講 義 準 備 の 徹 底 を 計 り たい と 考え て お りま す
担'1債 任 κ と して は 、 生 化 学 ・分r生 物 学 ・遺fノこ学 な ど を 包 括 す る総 合 科 学 で あ る 免疫 学 のIII白 さを
学 生 諸 君 に感 じ て い た だ け れ ば と願 って お り ます
i
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*評 価 に 対 す る コ メ ン ト'陥 稗 掬 コ.う ・fネ_タ_田 中 邦 雄
生 命科 学XIは 新 ・新 カ リキ コ ラ ム で 企 画 され た 科 目 で 、1日カ リキ7_ラ ム の 医 用 生 体ll学 を 基盤 と して
拡 充 され た 理 論 や 技 術 だ け で な く それ が どの よ う に臨 床 と 結 び つ い て い る の か 不 明 との 意 兄 を 考慮 し
て 、1由i像診 断 法 を 中・L・に 原 理 面 に続 い て臨 床 応 用 の 講 義 を 行 う こ とに よ っ て 理 解 を深 め る こ と を 念 頭 に
dphjし た 、科ll構 成 に 関 す る 問4-7の 評 点 が3.6～4.2で あ っ た こ と か ら 、'li初の 州 い は ほ ぼ 評ll【liされ た
もの と 考 え る ・方、iこ題 ヒ物 理 ・il学 的1/1容 が 多 く 、 ま た 生 理 学 や 解 剖 学 な ど の 履 修1前 と い う こ と も
あ っ て か 問9で は3.4点 と他 項Ilに 比 べ てiriも 低 い評 価 で あ っ た こ の 点 を 考慮 したIII.1義のllた が 必 要 で
あ る 、学 生 白 身 に 関 す る 問1、3の 評 点 が4.4、3.9と 比 較 的 高 い こ と か らみ て 、 総 合評 価3.7点 は 初 年度 と
して は まず まず の 結 果 と 言 え よ う
な お 、IIIIII2か;i.4!,'3.また 試 験 問題 が 難 しか っ た と い う意 見の 記 載 が 多 く 見 られ た が 、 こ の 点 につ い て



















鷲1,1103.5蟹 十砦 ⊥ 欝
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト
臨床 基礎医学1コ ー・デ 伴 一 クー 笹 嶋 唯 博
Il」F価の'r均 がllljl(4.o)、 問3(;.H)を 除 く と3.2--3.(iと い うf直に な ・)たの は 、 「ど ち ら と も い え な い 」 と
「や や思 う」 のllll答が た部 分で あ る こ と を反映 して お り、 果・た して どれ くら いの 学 生 が 真剣 に 評frlllしi「答 し
たの で あ ろ うか とい う疑 問 を感 じた
学 生 の フ リー コ メ ン トでHに つ い た の は 、講 義 の 際 に フ リ ン トが 欲 しい と い う こ とで あ る しか も1ゴ チ
・vコチ ャ して い て%Lに くい7.リ ン トは い や だ と い う 学 生は フ.リン トの 利 点 を1メ モ を と る こ とが 少 な'く
て済 む の で 、 ち べ1んと講 義 を聞 く こ とが で き る 」と して い るが 、 この 意 児に は必 ず しも 賛成 で きな い ,板
ll}やスラ イ トの内 容 、あ る い は教 官 の話 す ド・1容を次 々と ノー トに"rく こ とは 、か な りの 集 中 力を必 要 とす る
艮ljち、こ れ こ そが 「ち ゃん と講渡 を 聞 く1こ と にほ か な ら ない フ リン トに 多 くの 内容 が盛 られ て い る こ と
に安 心 し、教 官 の 話 が 右の 月'から左の1(に 抜 けて 行 って しま う こ とが 懸 念 され る.整 理 され た プ リ ン1・は 、
後 で講 義 ド・」容 を 再1鵜 忍す る ため に 役 、ン:てるべ き もの で あ り、 決 して講 義 ノー トの 代 川 で は な いび)であ る
ノー1・を取 るの に 忙 しけ れ ば 、内 容 を頭 の 巾 で整 理 し理 解 す る1時・間 が な く、質1司もで きな'い と い う コ
メ ン1・が あ ・,たが 、講 義ll、}・間 内1二理 解 す る必 要 は な'く、む しろ 講 義 σ)後に 復言ξ'1をし、理 解 で き た1勺容 とで'き
な か った 内容 を確 認[¢る こ とが 人WJで あ る 教 官 に質 問 しに 行 くの はそ れ か らで も遅 くな い


























*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 臨床,腿
医学llコ ー一デ{:{.一 処 菊 池 健 次 郎
本科 目 は 、 循 環 器 学 ・1呼ll及器学 ・麻 酔'-}二:を中 心 に 内 科 ・外 不こ1・お よ び 麻 酔 不1を統 合 して 、 生 命の 維 持 に
1肖:結す る 分野 のJ,1礎 的 理1鮮 を 目指 す も の で あ る 統 合す る 意3覧の 高 い 科]で あ る こ と を評 価 す る.意児 が
あ る 反 而 、 内 容 のll!ミ富 さに比 し授 業'時間 数 の 不足 を指 摘 す る 学 生 の 意 兄 も 多 く、 や や 詰 め 込 み 過 ぎの 感
は 否 め な い 「 講 義 内容 が 項 目別 に 系統 、ン1'・て 行 わ れ る よ う 、 講 座 間 で の 緊 密 な連 携 を 求 め る!e!,iLは 率 直
に傾 聴 した い しか し 、構 成 す る 科 ・分野 ・教 官 が 多lll芝に渡 るほ ど 、 忙 しい 臨 床 業務 を担 う1'1〔'11者を 統
合す る困 難'性が 増 人す るの も事 実 で あ り、 今 後検 討 され るべ き点 は 多 い ま た 、 複数 教 官 て 構 成 され る
統 合 科liを 、 黛体 と して 授 業評 価 す る こ とは 、学 生 に と っ て も釈 然 と しな い と す る意 児 も あ り 、確 か に
良 悪 が 希釈 され た 評 仙 に と ど ま ら ざ る を 得 な い 面 は あ ろ う 各 教'L∫に その 都 度 個 別 的 な,評lllliをフ で一 ド
バ ッ クす る ノ∫が 、 多 くの 面 で 改 誇 に 直 結 す る と 考'えら れ 、 授 業 評 価 方法 の 適lll化 も 今 後 の 検 討 課 題 で あ
る と思 わ れ た
一17一
科 目名:臨 床 基礎医学m(医 学科 第3学 年前期)
履修 者数:96配 付数94回 収数:90回 収率95.7%

















臨 床},1{ii医 学 皿で は消 化nnilllT.代謝 、 外 科J,!礎 、 感 染 症 、
ア ン ケ ・一ト調 査で の 総 合 評 価 はJ.F1で あ った
これ を詳 細 に み る と、 まず 学 生 白 身 の 白己 評 価 につ い て で あ る が 、1'席 状 況 、授 業中 の 態 度 が 各 々4.1、
3.7と 高 い.実 際 、講 義 の 出 席 率 は 人変 良 か っ た し熱 心 に聞 い て い た と思 う しか し、)'iii・ 復 習 につ い
て は3.2と 低 く、 講 義 が 集 中 して 大変 だ っ た の か も しれ な い ・方 、 科fl構 成 ・内 容 に 対 して は割 り'11て
時1川数 の 適 切 さと 各1{題 の 難 易度 の 揃 い がlfに3.2と 低 いの が 目 、kった..多 くの 教 官 が担 当 して い るの で
多少 密 度 に 培が あ る よ うで あ る そ の ほ か のHillは いず れ も3.5前 後 の1評仙 で あ 一・た..ど の 統 合1溝義 もllij
じ悩 み とは 思 うが 、履 修 課 題 間 の 関連 性 に 対す る 疑 問 が 自 巾 記 械 の 意 見 で幾 つ か 兄 られ た
li∫k験に つ い て は 最 高xE,点 、最 低60点 、'r均76.5点 で 全 員 合格 し た 要 点 は 良 く勉 強 され て い た と思 わ
れ る,
臨床 鞭 医学mコ ーヴfネ ・一ター 葛 西 眞 一
一.など が 履 修 され るが
、 回収 率95.7%の
i-一 一 一 一
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科 目 名:臨 床1,楚1矢 学IV(医 学 科 第3',f:年 前 期)











*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 臨床 聯 楚
医学i、『・1一デ{{.一,,,・ 一 中 村 公 英
臨 床J,1礎 医 学IVは 第 」 ノ、」科11コ マ 、 月'御1咽喉 科8コ マ 、 泌 尿 器 科7コ マ 、 第 一二外 科2コ マ 、 産 婦 人 科
2コ マ 、 計30コ マ か らな っ て い る.ノ 》llllのア ン ケ ー トに よ る と 、 学 生 自 身 の 講 義 出 席 状 況 と授¥'Y:への 意
欲 は 良 い と 考 え られ る 科 日構 成 に 関 して 、 履 修 日 的 は 学 生 に理 解 され 、 担'11教 官 は 履 修i-:題 に 沿 っ た
1人1'容の授YY.一をflto一 った こ と が伺 え る しか し、1固々の 学 生 の 自lh意 見のll1に は 、 各科 の 授 業数 が 異 な り 、
複 数 の 統 合 科ilに ま た が る 科flも あ り 、 と ま ど う と の 記 載 もuら れ た また 、 ア ン ケ ー-1・か ら も授)聡1痔
間 数 が 不適 当 と 考 え て い る学 生 が 多 く 存 在 す る 科 目内 容 に つ い て は 各科 の 講 義 内 容 で 難 易度 が 、ちっ た
と思 わ れ る が 、学 生 の 理 解 、 学 習 意 欲 は 高 く 、 履 修 口的 は あ る程 度 達 成 され た と 考 え られ る ノ♪回 の ア
ン ケ ー トか ら'戸後 μ∫能 で あれ ば.統 合科 目間 の 担'杵科 の 人れ 換 え や招 当授 業数 の 変 炬 な どの 調 整 が 必1要
で あ る と 考 え ら れ る
一1K一
科li名:臨 床 基 礎 医 学V(医 学 科 第3学f卜 前 期)
履 修 占数:95配 付 数911111収 数:891111収 率97.8%



















*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 臨床 ↓號 医学
Vコ ーrfネ ー一ター 飯 塚 一
臨 床1,C礎 医 学Vは 、 整 形 外 科 、 眼 利 、 皮 膚 科 の3科 を 合 体 させ た もの で あ る.新 カ リキ コ ラ ムで は 、
統 合的 な カ リキ 」 ラ ム とな る べ く コ ー スを設 定 す る こ と が 推 賞 され る が 、 こ の3科 を イ1機的 に統nさ せ
るな ど と い う離 れ わ ざは 、 大 ノ∫の 想 像 通 り、 極 め て 困 難 で あ る 学 牛 の 感 想 か ら も、 なぜ この3科 を臨 床
1,1礎医 学 とい う1謀1で1つ に く く るの か 疑 問 だ と い う声 が 多か っ た ご も っ と も と い う しか な い が 、 各
利 は 、 各 々の 科 のll任 に お い て 、 基礎 に 対応 す る総 論 部 分 を あ る程 度 、 丁 寧 に と りい れ た 講 義 を して い
る は ず で あ る
臨 床 医 学 は 、 い ま だ に 科 学 とい う に は 弱 体 で 、 ど う して も暗 記 科 日 的 嬰 素 を 取 り込 ま ざ る を 得 な い側
1(IIがあ る「 学 ノ1に対 し、少 しで も理 解 しや す い 講 義 を 行 う努 力 は こ れ か ら も必 要 で あ ろ う
な お 小 生 σ)講義 に つ い て は 、 ス ラ イ ドを プ リン トに して 配 付 して ほ しい 旨の 希望 が(非 常 に)多 か')
だ 、問 題 は 、 ス ラ イ ドが過 去10数fl・ の 問 に 少 しず つ 改 訂 され て きた も の で あ り 、 オ リシ ナ ル の ス ラ イ ド
原 稿 が 散 逸 して い る こ とに あ る の だ が
4
L_ 一
科ll名 臨 床 基 礎 医 学VI(医 学 科 第3学 年 前 期 〉
履 修 占数96配1・1数911111収 数861111収 率.94.5%








*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 臨床 某礎医 学
、1・一デ でネー クー 原 渕 保 明
学 生 に よ る評 価n1目 の 中 で 最 低 点 は 、1.r各 履 修 ヒ題 に 割 り 当て ら れ た 授 業 峙 間 数 は適 切で した か』、
2.略 ・履 修iこ題 の 難 易度 は 、 ほ ぼrli】じ程度 で した か 』、 お よ び3.[試 験 、 提lllll物(レポ ー1・等)の;llと 内 容
は適 切 で した か 』 の 各 々5点 満 点 中 の3.2点 で あ っ た1.に 関 して は 臨 床 基 礎 医 学VIを 構 成 して い る 利 目
につ い ての 割 合 に関 す る疑 問 が 多 く 企画 した 意 図 が ト分 に 伝 わ っ て い な い 点 は 否 め な い が 、 これ らの
意 兄 を 真 撃 に受 け1レめ)k年 以降 に 反 映 させ た い とY;一え て い る2の 各履 修i=.の 難 易度 に関 して の 評 価 は 、
3の 試 験 の 量 と 内 容 に 対す る もの と同 様 の もの で あ る と思 わ れ る 一 試験 の 内容 の 最 、 お よ び 難 易 度 を実 施
前 に 各 利H間 で 統 ・す る こ とは 、非 常 に難 しい こ と で あ る が 何 ら か の 対 策 を講 じな け れ ば い け な い と 考
え て い る 出 席 状 況 に1刻して は 最 高 点 で あ り(4.2)、 学 生 の や る 気 に 見 合 う構 成 、内 容 を こ こ ろ が け た い 、
一19一
科 目 名:総 合 臨 床 医';=iv(医 学 科 第4学 年 前 期)
















































*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 総r}臨 床医・ハ
コ.一デf塾.処 藤 枝 憲 二
総 合1臨床1天'9}司Vは、 代1謝 ・内 分 泌 ・免疫 ・llイ・泌 尿 器 とい 一.)た広 範 囲 の 内'容を 内 科 学 、小 児科 学 、泌
尿 器学 の 各 視,1∴〔か ら系 統 的 に学 習 す る こ と を 目的 と して設'定 され た コ ー ス で あ る 授 裳ド・1'容は1ム範1川て'
あ る に も関 わ らず 、 コ ー スの コ ー デ でネ イ トは ま と ま っ て お り、 ま た1勺容 も よ く 、 わ か り や す か 一)たと
す る,'c',ii,が多か)た この こ とは 講 義 を担 当 したr腎の 熱 意 と コ ー スの 意 図 が 充 分 に理 解 され た もの ど1三II
l析され る ・〃、 試験 問 題 が難 しか')た また 授 業 され た 内 容 ⊥ソ外 の1武験 問 題 が ・部 あ 一)たとの 指 摘 か
み られ た こ の 点 に関 して は 白 らの 白 学 自習 をlll1う点 が;;.1,1∴〔と1氏く 、1;式験1川題 はf列fトに1'ヒベ 難 しい もの
で は な い に も関 わ ら冒ボ,1式馬灸σ、)'1勺「勾,点が60,1、1、〔と 余 りよ く な か 一)たこ と は し'.奪摯 に 反 省すー/文き で 、あり 、'』}ニゾL〆＼
の ズ ッセ ・一シ に も記 載 され て い る よ うに 授 裳そ の もU')は";二:習す べ き 肇∫頁を提 ・」こす る に と ど.まる もの で あ
る こ と をll∫認 識 す ・'＼き と思 わ れ た
コ ー スの 履 修 課 題 に お い て ・部 時 間 的Flill約が あ る こ と 、 授 業内 容 に濃 淡 がみ られ た との 指 摘 は 考幽慮 す
べ き点 て'ある 争 後'liiコ ー スに お け る 各 履f薩科llの 配 り}、 さ らに は授 業f・法 に つ い て 」`前(ノ)打ち 合わ
せ が 必 要 とな る もの と を感 じた
(
L. 1
示1・ll名:畜 谷r}臣 畠厨ぐ1天"}二:v(医 学 科 第4学 でト前 期)
ll曙lr毎～そji(:1(》6酉L!f・ ナ叢女:1031口11ト く委気:1021ui且1ズ ♪率歪:99。0%































*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 総 舗
、1味医学 、コ ーテ/←,_吉 田 晃 敏
総 合1【il,占床 医 学Vは 、 第2内 科 、整 形 外科 、歯 科 「1腔外f/・、tlr.科 、 皮 膚 科・、 眼 科 の6科 が 、 それ ぞ れ2、
5、2、9.6、fi=r-7を 講 義 し、9月2511に 試 験 を実 施 した 叫・年 は 問 題 数 が 多 く 、学 生 か ら は この,∴〔を指
摘 す る 声 が あ ・,たが 、 本年・度 は改 菩 され た 学 生の 評 価 は3.4--x.3で 咋 年度 に 比 へ 好 評 で あ ・,た 多 くの
科 で'溝義 し、 ・兄.圭と ま りの な い 科Hで あ る が 、 各科 は 学 生 に 講 義 内 容 に 対 し興 昧 が も て る よ うに 、ll
た され て い た と思 う
その 結 果 が 、学 生 の 非 常 に 良 い 試 験 成 績 に 反 映 して い た 国 家 試 験 で は短 い 時 問 で 多 くの 分野 か ら 多
くの 問 題 が 川 され る 忘 れ か け て い た 人こ学 人試 に お け る ス ヒー ・デ ィな 設 問 に 対す る解 答 を 、 も う ・度 想
い 出 して2年 後 のITI家 試1験の た め に も、 今後 の さ らな る勉 強 に励 ん で 欲 しい
(
一20
科ll名:総 合 臨 床 医 学Vl(医 学 科 第4学 τ年 前 期)
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*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 総 合臨 床1貯 、1コ ーテ でネ ーター 油 野 民 雄
総 合臨 床 医 学VIは 、 精 神 神経 疾 患 の 病 因 、 病 態 、 診 断 、 治 療 お よ び 予後 な ど を テ ー マ に 、 第 ・内 科 、
小 児 科 、 精 神科 、 脳 神経 外 科 、 放 射 線 科 の 各 講 座 が 相 当 して い る 得 られ た 評 仙 は 、何 れ の 項 目 と も概
ね3点 台 で あ り 、ほ ほ1咋年 と 同ar度 の4111を 示 した
この 科flの 問 題 点 は 、 昨 年の コ メ ン トで も記 載 し た よ うに 、 学 生 か ら も指 摘 され て い るが 、 精 神 神 経
疾 患 と は 直 接 関 係 の な い 講 義(特 に 放 射 線 医 学)が 組 み 込 まれ て い る た め に 、 ま と ま りに 乏 しい こ とで
あ る 新 カ リキ 」 ラ ム で の 統 合 科 目 は 、 従)k各 講 座 が 担'llし て き た総 コ マ 数 を変 え な い こ と 、 各講 座 を
統 合科 目の コ ー スの ど こか に必 ず組 み 込 む こ との 前提 を も と に 、 編 成 され た経 緯 が あ る この 問題 点 は 、
新 々 カ リ キ ーF.ラム の 編 成 に あ た り 、 よ うや く解 決 され る こ と と な')た(学 際 的 領 域 の 放 射 線 医"}二:は統 合
利 目か ら独 、ン1して 編 成 され る こ とに な る)こ と を記 して お き た い
(
L
科 日 名:人 間 科 学1(行 護'丁二科 第1学 年 前 則」)













*評 価 に 対 す る コ メ ン ト ノ澗 科学
1コ ーテfネ ー クー 林 要 喜 知
1咋fi'・度 と 今 年 度 の 学 生liLiと仙iを1'ヒ較 す る と 、 平均 評 点 が0,2ポ イン トL昇 した この こ と は 、Il1・年度 の 評
仙iを 真摯 に受 けILめ 、 各教 官 が 各項 目 に 対 して1二 たを 重 ね て き た結 果 と 考 え ら れ る 今後 も この よ う な
取 り糸llみを継 続 して い きた い
方 、咋 年 度 と比 べ て 評 価 が 低 くな っ た の は 、 問1お よび2で あ る こ れ は 、 学 生 が よ り積 極 的 に 受
講 した い と 感 じ る た め の 働 きか け が 不 卜分 で あ っ た た め で あ ろ う 一 そ こ で 、 講 義/ii!'の 改 菩 等 に よ り1薄
義 内容 に 対 す る学 生 の 興 味 や 意 欲 を 高 め る よ うに 配 慮 し た り、 ア サ イン メン ト、 レ ポ ー ト、 あ る い は 、
小 テ ス トな ど を課 す こ とで 理 解 度 を確 か め な が ら 、通 度 な 緊 張 感 を 保 て る 講 義 を 展 開 し て い き た い 同
時 に 、 オ フi一 スア ワ ー活 川 等 に よ り 、講 義 前 後 の 質 問 や 議 論 に きめ 細 か く応 え る体 制 を整 え た い と 考
え て い る
一Z1一
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科 目名:人 間科学lll(看 護学科第1学 年前期)
履修 者数:60配 付数.60回 収 数:60












人間 科 学mコ ・一テrネ ー ター 谷 本 光
評 価 結 果 の'ド均fl除`tは:i.4であ り、 概 ね 成 」力 して い る とILI')て い ます 、 この 科11は 物 理 分 野 と 化学 分 野 に
分 か れ て い よす 白山 記 載 欄 を読 ん で 、 高 校 で物 理 や 化 学 を 履 修 して い な い 学 生 に は 少 々 ・病荷 だ っ た と
思 い ます が 、 と の 分野 も概 ね 良 い印 象 を持 っ て い る よ うで した 関 連 す る 人 間 科 学 実 習 を 履ll毎す る こ と
に よ り 、 さ ら に これ 等 の 分 野 の 知 識 、 考え 方 を 身 に つ け て も らい た い と思 い ます 一 ま た 、 講 義 内 容 や ノ∫




















































川の配付 資料 を読む等 もr5め 、演習前の1つ習 は1一分'ぐしたか、
に積極的 に参加 した と思 い ます か
への取り組みは学HII標 へ到達を目指す態度として適切なものでしたか1
履修 要項 に記載 されてい る履修の 目的 は達成 され ましたか
畦、二前に演習 目裸 と概要の説明がな されてい ましたか「
演習 は スケ ジュールに沿 って1'ii'ど お り行われてい ましたか1、
学生数に対 し、指導教官数は適 切で したか
演習 を展開す るLで 適 切な能t,を 備 えた人材が配 置 されてい ま したか
指導教官問の連携 は機 能 してい ましたか
演習内容は これ までの講義1人1容と関連づけて理解 しやすい もので したか「
嘱前に配布 され た資料は、実技 を行う トで役 ウ1つ内容で したか
演習 によ って課題の要点 を理解 し、基礎的な技術 を習得で きま したか1,
演習 内容の難 易度 は適 切で したか一
演習 によって臨地 看護学実習 に川る意欲がわ きましたか
演習 川の設備 、機材 、用ti,,r,.,,.は必 要十 分な性能 と量で したか1
演習 中の安全 に対す る適 切な指導 と配慮がな されていま したか
学 生の人権 に対す る配慮がな され ていま したか一
問18こ の演習 は価値の ある内容 と思 われ ま したか
・51強 くそ う思 う(a卜 常に良い)
iやILIう(良 い)
3ど ち らとも百えない(普 通)
2あ まりそ う思わない(あ まり良 くない)





科ll名:基 礎 看護技 休∫学H(看 護学科第2学 年前期)























*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 基礎看 護技 術学
Hコ ーデ 付 一 ター 良 村 貞 子
」,聖礎 看 護 技 術 学Hは 第2学 年 に 開 講 して い る 看 護 専 門 科 目の 演 習(;30時 間)で あ り 、 フ でジ カ ル ア セ
ス メ ン トの 基 本 及 び 与薬 や 検 査 に 関 す る 基 本的 石 護 技 術 な ど を学 習 す る科hで あ る1第1学 年の 基 礎 石
護 技 術 学1(90時lllDと 連 動 す る科 日 で あ るた め 、 「この 演 習 をlbて 基礎{}護 技 術 学1の 内 容 の ・疲要性
を 再確 認 で きた 」 との 白lll記 載 が あ 一った 、
ほ とん との 学 生 が熱 心 に 演 習 に 参 加 して お り、 自己 学 習 に も積 極 的 に取 り組 ん で い た た め 、総 合 評 価
(問18)が4.1と の 結 果 に な っ た と 考 え る
な+」,本 年 度 は4月 ・511に 集 中 した時 間 割 と な 一った た め 、 数 人 の 学 生 か ら も う 少 しゆ と りの あ る展 開
を 希 望 す る と の 意 兄 が あ っ た 今 後 は 、 開 講 時 期 の 設 定 お よ び 演 習 の 展 開 ノJZ去に つ い て 更 な る検ll1を 行
い た い,ま た 、 演 習 で 使 用 す る 器 材 等 の 整 備 に つ い て も若iの 冷望 が あ 一った た め 、 で き る限 り演 習 しや
す い環 境f1り に も誠 意 努 力 した い
1
実習企画に対する学生評価
i ll実 習 川の配付資料 を読 む等 も含め 、実習前の1ひ習 は ト分で したか
あな たrl身 に i 12実 習 に積極的に参加 した と思い ますか
つ い て i 13実 習への取 り組 みは学習II標 へ到達 するための態度 と して適 切な も
で したか
i J1履 修 要項に記載 されている履修のll的 は達成 され ま したか、一 一一 一一 一 一一一
i・」5事 前に実習 口標の説II月がな されてい ま したか
C 16実 習 は ス ケ ジ]_一 ル に 沿 っ て1勿 ヒど お り 行 わ れ て い ま し た か 一
実 習 計1呵 問7学 生数 に対 し、指導教官数は適切で したか1
f日8実 習 を展開す るLで 適 切な能 力を備 えた人材 が配置 されてい ましたカ
r 19指 導教官間の連携(実 習 中0)支 援 等)は 機能 してい ま したか、
f jlO実 習 全体の内容 は関連す る講義科 目の内容 と対応が とれてい ましたカ
実 習 内 容
i
i
・」11実 習内容の難易度 は適 切で したか
1」12準 備 された説 明書 ・実習itHは実習 内容 を把握す るのに役 ウ1ちましたカ
f71s今 後の学習への興昧 を増す内容 で したか 、 一
問14実 習用の設備 、機材 、用 具な どは必 要十 分な性能 とiで したか1、
実 習 環 境 問15実 習 中の安 令に対す る適切な指導 と配慮 がな されてい ましたか1
問16学1kの 人権 に対す る配慮がな されてい ましたか
総 合'1価
一一






強 くそう思 う(非 常 に良い)
やや思 う(良 い)
どち らとも言 えない(普 通)




科 目 名:生 命 科 学 実 習1(医 学 科 第1学f卜IJi,期)
lf廷f修11数:92凸 【」1↓差{(90[1]』 且{){数:901日1小 く率100.0%
















*評 価 に対 す るコメ ン ト
問18
・卜斜 禅 実習1コ ーデf{.一 ター 上 口 勇 次 郎
生 命科学突習1は 牛物学 を基礎 に した医学 部向 けの実習で あ り、医学科学生が 人学後最初に取
り紺む'ヌ`習科 目で ある 学生の 自己評仙(問1-4)で は、1'iiiが 不}・分という反 省は あるもの
の(評 点3.2)、 実習への取 り組み に対 してはほぼ満 足 していた 受験 で生物 学 を選択 しなか った
学 生も実習 を楽 しみつつ積極的 に取 り組 んでいた 実習lll画 、実習内容 、実習環境 など教官側 の
企lllli(問5-17)の 点で は、lllf「と同様 に学生の'1`Tlffiが」'ヒ較的 高か')た ので('r均 評点4.2)、/♪
後 も小 さな改 漕を亜ねつつ、 基本的には現 行の実習形態 を続 ける1';で ある1問7で 指導教官 数
の 不iLを 指摘 されたが(評 点3.8)、 この点 での改c:は なかなか卿 しいだ ろう また、問IOで 実 習
と講義 の関連判 が不1・分と0)指 摘 を受 けた(評 点3.9)今 年は 、高校生物 非履1修訂の ことを考え




科 目 名:生 命 不こ1学実 習V(医'学 利 第2学 年 前1紗D
ll璽ll劣占1委気:92内 己伺'委父:911ロ1珂 叉委気:91【1巾{〉 ぐ率:100。0%
*評 価結1濃(平 均)






*評 価 に対 す るコメ ン ト
生命科学実習vコ ー デ でネ・ タ 高 橋 雅 治
受 溝 者 自 身 に つ い て の 評 仙 が 高 か っ た 項llは 、 問2(積 極 的 参 加)と 問3(取 り 糸11み)で あ っ
た 実 際 、 ほ と ん と の 受 講 ～Tは熱 心 に 実 習 に 取 り組 ん で い た
・方
、 評fllliの低 か っ た 項 日 は 、 問1()'習)で あ っ た 従 っ て 、 今 後 は 」り習 を 促 す よ う な 指 導
を 行 う必 要 が あ る
ま た 、 実 習 のrl「lllli、1勺容 、 環 境 に つ い て の 評 価1ま す 〆＼て の 項 目 が4。0以 卜.であ 一)た 特 に"LI'Ulliが
高 か 一)た項 目 は 、6(ス ケ ジ ュ ー ル)、 問8(人 材)、 及 び 、 問1L(説 明 評9で あ っ た こ σ)こ と か
ら 、実 習 の 構 成 と 準 備1よ ほ ぼ 適 切 で あ ・った よ う に 思 わ れ る
・方
、illl仙 の 低 か 一,た項llは 、 問7(指'r教 官 数)で あ 一)た こ れ は 、 心 理 学 の 助fポ ス1・が1
7消ll減 され た 結 果 、 実 習 指 導 に あ た る 教 官 が 減 少 し た た め と 思 わ れ る ま た 、 間14(設 備)の111〆
idliも低 か っ た こ れ は 、 心 理 学 実 習 が 必 修 と な り受 講 者数 が 増 加 し た た め に 、 実 習1与 算 が 相 対 的




科 目 名:生 命 科 学 実 習VI(医'丁 τ科 第2学 年 前 期)






















・肺 科 学 実 習 、1コ ー一,一一仔 一 処 鈴 木 裕
新 カリ第3学 年前期の 基礎医学実習1・ 生化学 分野 を、新新 カ リ第2学 年 前期の生 命科学実習
VIと して初めて実施 した 、(基 礎医学実習1・ 化学実験/パ イオ インフ ィマ テ イック ス は生 命科
学 実習 皿と して実施 した「)生 命科学皿 、朕における生化学 分野 の講義が第2学 年前期に集Illす
ることにあわせ 、その過程で実習 を展開す るもの と して計画 され た これ らの変 更はおお むね良
き謂 而を得 た(生 化学 ・1{1礎医学 に対す る親和性 と興昧 、理 解の促進 に繋 が ったγ、実 習で はほ
とんど0)学 生が自 ら興昧 を持 って積極的 に取 り組み 、問題 を兄つけ解決す る姿 勢が随 所に見 られ、
教 員仙1の期待 と学生の姿勢 がよく ・致 した これ は直 前に実施 された新 カリ基礎医学実習1に おい
て第3学 年の意%L・ 要望 を取 り人れたことに起因す る部分が 大きいと思われ るが 、基礎医学実習1
と生命科";iiVlの 授 業評価 における極端 な4;ICIY..ll:は、学 年ごとの特質 によるところもあるのか も
しれない 今後 、第.,.,、2学 年の 与えて くれた,評価 に1,1'一づ き、さらに実習 を改 誇してい きたい、
1
科ll名:生 命 科 学 実 習V皿(医 学 科 第2学 でi孔前 期)





















*評 価 に 対 す る コ メ ン ト/'
こ命科学実i・粗 コ_デ ィネ_1{一一 伊 藤 喜 久
免疫 グロブ リン、補体、細胞性 免疫 など免疫反応 ・応 答につ いて基礎 か ら臨床的応 用 まで総 合
的 ・系統的に学 ぶ実習ですが、学生自身 に関わ る1項 目を除 き全て4.O以 ⊥ と高い評価 を碍てお り、
llll・1々の コ メン1・もほ とん どが"will-accepted"で 、教官 ・同大いに勇気づ けられ るもの があ りま
す 明年度 も臨床 での実践応 川 も視野 に人れなが ら、知的 要求 を満 た し、生命科学の 不可思議 を
楽 しめる内容の充実に'3'`める所 存です
学生か らの コ メン トに対す る担'11教 官か らの回 答の要約 を示 して お きます 「遅 刻 したか らと
いって起 、ン1させてお くのはど うか」実習説 明は、実習の意義 、lIl滑な実習操{/、 事故の →、然の防
1トにSri.要 であ り遅 刻は厳 禁である一他の学生の 邪魔 にな らないよ う説明 が終 わる よで教室の
端で起 、アして聞 いて頂 くことを確認 され たい1「 試薬 の定 吊、実験動物の体 重測定 などの際 に 不
都 合があ った」 天秤の数、試薬の 本数 を増 やす など改善 をはか りたい
`L5 一
科 目 名:生 命 科 学 実 習V皿(医 学 科 第2学 年 前 期)



























*評 価 に 対 す る コ メ ン ト '1・命科学実習、皿コーデrネ ーター 中 村 正 雄
新 しい カリキコ、ラムに対応 して生 命科学実習 皿 を次 の ように構成 しスター トした 、(1)旧)k、
医学科3学 年で行一った 基礎 医学実習1の 第1週 分 を切 り離 し、 これ を引 き続 き履修す る生 命科学
実習(生 化学'起習 、免疫学実習)お よび基礎医学実習(解 剖学')`習)に 必 要な実験技術 とバ イオ
インフォマテ でクスの習 得にあて、2年 次 の最初 に突施す る(2)単 位 に充 当す る時間数確保の た
めに、(1)と 骨学実習 を組み 合わせ 、生命科学実習VIIIとす る
J,1礎生化'{験 、バ イオ インフ ォマテ ィクスと骨学実習の組み 合わせ に対す る整 合性の不安は
'11初か ら レ想 され たが
、r般 的 に良 い評価 を受 けたの は関係 κの意図 が学生諸 呑に ト分理 解 して
いただ けた もの と思 う(問17)指 導教官の 不足(問7)と 連携(問9)に ついての指摘 は改ll釜で
きると考えられる、,
科ll名:基 礎 医 学'メさ習1(医 学 科 第3学 年 前 期)




















*評 価 に対 す る コ メ ン ト 鞭
医学実習1コ 、ナfネ 、タ.鈴 木 裕
本実習 では、酵素の結 品構造 、機能 、ア イソザ イムにつ いて、デー タベー スを不川 」したバ イオ
インフ 凶マテ イックスにおけ る情報収 集法 と応 用法の習 得、酵 素 ・蛋白質の扱 いの 基本と酵素学
的(i1('iui,法の習 得など基礎 医学 におけ る基本的技 術 と思 考法0)学 習 を 目指 し実施 され た、1白ら問題
を解決 し実験 を進 める ことを期待 して、学 生自身 で実験 を組み実施 で きるよ う、実習 、1}の充実 を
図 り準備 したが、評価 では 具体 的指示 が足 りない ・実習 内容 に対 じ ご実習時間 が極端 に不足 して
いるなどの 不満 がLが り、教 員側の期待 と 部 学 生の 反応 との問 にギ ャップが生 じた 実習終r
直 後に白lhに 発言す る機 会を作 ったことは、学 生各々の 考えを理解 し今後の実習 に生かすための
よい参考とな 一)た、教 員会議で は、学 生の意 兄を取 り入れすべ ての 不満 を解決す るように、実習
を改lll三してい くよ うす るよ うに ・致 した
一2r一
科 目 名:),t礎 医 学 実 習H(医 学 科 第3学 年 前 期)
履 修 者数:92配 付'委気921111収 数:92回 収 率100.0%






















*評 価 に 対 す る コ メ ン ト 基礎医学実習
nコ_デfト タ_立 野 正 敏
評価はだい たい3.oか ら3.8で 良 くもなければ悪 くもないよ うな1≡lj象を受 け ました、f・習が され
ていない(3.0)、 説明 、llが不十分(3.2)、/♪ 後の興昧 を増 す内容(3.2)な どは次 年度への 反省点 と思
い ます1た だ、学生諸 君に 希望す るな ら最低限教科書 を買 って少 しくらい読んで問題点 を理解 し
てか ら実習 に取 り組んで いただ きたい 実習 を行な った 、レ1場で反省す ると、到達 目標 があい まい
であ ったこ と、組織標 本の質の低 トが あり学牛に 不1何きな ものが あった こと、第=病 理 に関 して
いえば実習が午前 と午後に分断 され たためか午後の川席 率が低か ・)た点があげ られ ます、
私の担 当では午 後の部 分で小 テ ス トを したがcifしか った ようで した しか し、優 秀な戊績の学
生が存在 したことか ら本人の 不勉強 とも思い ます 解説では系統 講義 で説明で きなか った},',1と臨




科ll名:J,1礎1矢 学'ノ`習 田(医 学 科 第3'曳}:年 前 期)












li謝 聡嶋 ・一驚1⊥ 劃1凱1劉 認
r7≫
4.0問1R
*評 価 に対 す るコメ ン ト
ll醗1艀 実習m]一 デ ィネー クー 若 宮 伸 隆
全体の7割 以 ヒの項 口で、実↑レ1に対す る学生評i山は1二u31・してい る 評1山点1=昇 項 目か ら0)推 測
では、学 生の 人権 に対す る配慮、実習の スケジュールの徹底 、指導教官の連携 による実習 支援 な
どに、改 善がな されてい たと読み とれ ます
実習の総 合評価 において も、7割 以 ヒの学 生が良い以Lの 評価 を してお り、実習 の所期の 目的
は達せ られてい ると 考えます1
今後、学生の 白k的 な実習 参加 を促す意昧 で、 早期の実習書 の配布 を心掛 け、)"習 の徹底 など
を 事前に促 したいと考えてい ます
一27一
0
科 目名:基 礎医学実習IV(医 学科 第3学 年前期)














*評 価 に対 す る コメ ン ト
画
基礎医学実習wコ ー 指 ネ・一,,,牛 首 文 隆
基礎医学実 習IVの 口標 は、動物 や標 本に投1ノ・した薬物 の作川 を観察 し、得 られ た結 果か ら妥当
な結論 を考察 す ることによ り、薬理学 に対す る理解 を深 める ことであ る、実習内容 は、学生が動
物突験 の基本 を習得で きるよう、 丸ごとの動物 を川い た実験 か ら摘 出臓 器 を用いた実験 と多lll芝に
わた り、併せ て薬液の調整 法、薬物投 与法、実験 デ ・タの処理法 、 グラフの 表現法 、口頭 発表の
11:/iな どの指導 に も力を人れてい る.本 実習 では、例年 、 これ らの 内容 や スケ ジュールを殆 ど変
更す る ことな く継続 してお り、今回の実習 に対する評点 も咋年度 と1司様 、各項 目にわ たり4点 前
後であ った、 したが')て 、 多くの学生 は本実習 に対 して概 ね満足 している ことが1司えだ1今ll11の
ア ンケー ト調査では、自山記載欄への意 見が少なか ったが、より充実 した実習 を目指す ために も、
いろい ろな意 見を遠慮 な く頂 きたく思 ってい る
'一
一
[ 解 剖体 慰霊 式
'1ろ成15f卜 度 解 剖1本慰 憲 式 が9月2111(水)午 後1時30分 か ら 本 学 体 育 館 に お い て 執 り 行 わ れ ま
した,
御 霊 に 対 し黙 と う が 行 わ れ 、 引 き 続 き 、 八 竹 学 長 及 び 学 生 代 表(医'』}二:科,,.,年 太田 弓r)か ら
追悼の辞が述へ られ ました その後、
ご遺 族 とご来賓の 方々、教職 員及び
"}二/1'.代表か ら南k花が捧1げられ 、亡 く
な られた 方々の こ威徳 を偲び ご冥 福
を祈念 しま した 、
(庶務課)
261










坂 上 悠 太
私 達 の解剖実 習 は、 入学 して2年 目の 秋
か ら始 ま りま した。解剖 実習室 に人 り、初
めて御遺 体 と向 き合 った時 、自分 と同 じ人
間に これか ら自分 が メ スを入れ る とい うこ
とを考え る と不安 を感 じず には い られ ませ
んで した。 しか し、 それ 以 上に私 た ちに解
剖学実 習の機 会 を与 えて くだ さった御遺 体
に感謝 の気持 ちをおぼ え る とともに 、御 遺
体 の意思 に反せ ぬよ うに実習 を真剣 に行い 、
かつ 今後の 医学勉強 に役 立 たせて い く決 意
を固め たことを今で も鮮明に覚 えています。
実際 、 人体 の筋 ・臓 器 ・血管 ・神経 な ど
の 大 きさや形 、配置 等 を見 ることがで きた
のは非常 にためにな りま した。現在 、私達3
年生 は臨床科 目を学 び始め ました が、各疾
患 を理 解す るために 、 これ らの解 剖学 的 な
知識 が必要 となることが少 な くあ りませ ん。






の方 々が多数い らしてお り、改めて解剖実
習の重みを感 じました。数多 くの方 々の御
理解の もとに解剖実習が行われ、私達が医






けでなく、御遺体 に対 して誠意 を持 って接
したことや周囲の人と協力 したことなどは、
私達が将来、医師 として患者 さんに接す る
ときに通 じていくものがあるで しょう。立


























と消 えた。触れ ることで御遺体の遺志 を肌で感







実際に3次 元で現れ ると思わず溜息がでて しま





体差 を実感する。さらに、石 ころ、葉脈 、蜘蛛
の糸のような、毎 日の生活の巾で 目にす る風景
に類似す るものが、身体の内に整然 とパズルの
ようにきれいに納 まっていることを実感 した時、





を背負 うことだと思 う.こ の負偵 を、将来技術
面、精神面ともに立派な医師になることで返済
で きるよう、今後の実習や講義、大学生活をよ
り充実 したものにしてい きたいと思 う。
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防災訓練を実施 しました
lO月27LIに 旭lllrl粛ll防本部の協 力を得 て、
防 災訓練 を実 施 しま した1こ の 訓練 は、 本
年8月 に作成 した 災害 対 策マ ニ ュアル を基
に、旭川 市南部 を鹿 源 と した震度5強 の地
fjが 発生 し、その 後 、学内 で火 災が 発生 し
たとい う想定 で行われ ま した、
地震 発生直後 、人院患 者(模 擬)、 学生 及
び職 員がそれ ぞれ指 定避 難場 所 に避 難 す る
と ともに 、学 長 を本部 長 とす る災害 対策 本
部 を設置 しま した、その 後 、本 部長か らの
指示の もと災害 対策 本部に置かれ た各班 は 、
安 否確認 、施 設の 被害状 況 な どの情 報収 集
を行い ま した また、救 護所 も設 置 され 、
縫轟
]
初期救 急 治療 及び トリアー ジ(患 者 の緊急
度 ・剃 易度 によ り治療優 先度 を決 め ること)
が行われ ました
引 き続 き、旭川 市消防 本部の担"iか ら、
消 火 器の操 作 ノ∫法 及び防 災に関 す る),1礎知
識 につい ての説 明並 び に今回の訓練 につ い
ての講評 がありま した、
訓練 に は、学 生 、職 員 合わせ て約330名 が
参加 し、参加 者は 、 この訓練 で避 難場所 、
連絡 体制 及び避難 に あた 一)ての注 意'1噸 の
確 認 を行い 、防 災意1識の高揚 の ため に」卜常
に有意義 なδ川練 とな りました
(庶務課)
学生体育大会開催される
811L711(水)に 学 ノ1・.一:tの学f卜 対 抗 体 育
大 会 が 開 催 さ れ ま し た.
競 技 は バ レ ー ボ ー ル 、 バ ス ケ ッ トボ ー一ル 、
ソ フ トボ ー ル 、 サ ッ カ ー の4種 目 同 学 年
の1中1削 が 協 力 し 合㌧)て 頑 張 る 様rは 、 和 気
あいあいと したもので した、1
勉学 の疲 れ を忘 れ 、伸び 伸び で きた ・口






8月3U日(ヒ)の 午 後か らブ ラ スア ンサ ン
ブル、nn唱 部 、ギ ター部 、室内 合奏1寸1によ
るn同 演 奏 会が本学附 属病 院 ホー ルで開 催
され ました。
最 初は ブ ラ スア ンサ ンブ ルで す 都 合で
演 奏が遅 れ たの です が、 その場 を何 とか し
よ うとす る1ガ1会の姿 が絶 妙 の雰囲 気 をか も
し川 し、白 ら ピッコ ロを吹 いて楽 器の紹 介
をす るな どの ・生 懸 命 さが、会場 全体 を和
やか な空気 で包 み込 んで い ま した。 その後
の演奏 も、 大盛況で した.
次 はギ ター部,、ク ラシ ックギ ターに とど
ま らず 幅広 い 音楽 活動 を とい う姿 勢か ら、
ダブルベー スとサク ソフ ォー ンに よるJazzの
雰 囲気や 、歌曲 も取 り人れての演奏で した。





































よる演 奏は 、 大変 新鮮 に感 じられ ま した 、,
り}女の比 率 が同 じなの で 、 きれ い な混 声 合
唱にな ってい ました.
4番llは 、室 内合 奏団。観客 にも多少疲 れ
が出 て くる頃 と考 えた のか 、 重厚 な演 奏 と
い う イメー ジを転換 させ て 、軽 やか で親 し
みやすい感覚の演奏で した0
最 後 は、ブ ラ スア ンサ ンブル 、ギ ター部 、
室 内 合奏団 が パ ー トを分担 しての 合同演 奏
で した,4つ の部の演 奏に、いつ もより多く
の 患者 さん達 が集 ま って くだ さい ま した、,
演 奏 に も熱 が 入 りま したが、音 量は聴 きや
す い よ うに と考 えて い たよ うに思 い ます,、
聴 い てお られ た 方々に とって 、気 分転換 と

























平成15年 度修1ン 博 卜学f、ア記授与式 が、9
113011(火)'「 前10時 か ら第2会 議室 におい
て行われ、次の3名 にそれ ぞれ博1二(医 学)、















平成15年 度 医学科 第2年 次 後期編 人学 生
人学式 が、10月1日(水)午 前10時30分 か ら














































璽擁1、1雛 難 遡 ンカ輪羅聡
醸、漣 融 瓢 肥
ト ヒ
1蝋X漁 晒 ・、、＼ぎ搬 鍵{
10月19日(日)の 午後2時 か ら旭川 市大雪 ク
リスタルホ ール 音楽堂 にて 、本学 、室 内合
奏団 とブ ラ スア ンサ ンブル に よるn同 演 奏
会が開催 されま した。
今回の 合同演 奏 会 は、室 内合奏 団 とブラ
スア ンサ ンブ ル共 通 の顧 問 で あ る北 教 授
(歯 科[腔 外科 学 講座)の 退 官記 念 とい う
ことで、両団体 によ り企画 され ました。
本 格 的 な音楽会場 は本学 の学生 や旭 川 市
民 の方 々で 、ほぼ 満席 とな り、時 間 どお り
に演 奏 が始 まりま した。 第1部 は室 内合奏
団 に よる ク ラシ ック3曲 、,優雅
な雰 囲 気 にり1き込 み観客 を魅 了
してい きま した。 第2部 はブ ラ
スア ンサ ンブル。管 楽器 独特 の
力強 い響 きは、躍動 感 を醸 し出
してい ま した。そ して 、 しっとり
と した曲 か ら親 しみ深 い山 まで
の6曲,
第3部 は顧 問の北 教授 も加 わ
っての初 めて の オー ケ ス トラ。
ブラー ム ス編 曲の 「ハ ンガ リー
舞曲 第5番 」 と映 画 に もなっ た
「サ ウ ン ド ・オブ ・ミュー ジック」の2曲
で した,,
1鳴りil:まぬ拍 手の 中、退官 され る顧 問の
北 教授 に花 束が渡 され 、コ ンサ ー トは終 ∫
しました。
記 事 と写真 だけで 、音楽 を聴 いて いた だ
けないの が残念 です。 このllld団体 をは じめ 、
本学学 生の音 楽 団体 は い くつか あ りますn







































臨 翫 ミ〕1こ魏 燃 撫 黛1讃懸 難1:撫,撚
本学において、置引きやロッカーか らの
盗難等の事故が相次いでいました。
そんな折 、被害に遭 って業 を煮や してい
た本学の学生が考 えた末に、盗難を口的に
扱 うと発信音が川 るように工夫 した鞄を置
き、友人達 と様子 を窺っていたところ、不
審者 が鞄 を開け、発信 音に驚いて逃げ出 し
たため追いかけて取 り押 さえ、す ぐに警察
に身柄を引き渡 し、後 日、彼 らの工 夫と勇












































































































































広報誌 「かぐらおか」(騰 写熊 糖 騨)
麟 轟爆織灘 鞍1醗 繍)






















これ らのお知 らせの 中に詳 しい情報 や、 手続 きに必要 な様式 もありますので、参考 に
して くだ さい。
一33一
























講師 丹 野 誠 志
総合診療部 とは
総 合診療 部は 、 大学附属病 院のll映 診療 部門 に
4月 に開設 された設 立問 もない部門 で あ り、 奥村
利勝教授 をは じめ とす る5人 の スタ ッフか ら構成
され てい ます1病 院 の将)k構 想の つ で あ る地域
医療総 合 セ ン ターが構築 され た場 合に 、その 中核
と して機能 し、関連地域 の医療 を充実 させ ること、
そ して本院 で行 われて し、る専門診療 科 によ る診療
体制 が益 々活性化 す るよ う連携す ることが総 合診
療部の任務であ ると考えて います、,
奥村教授 が 重要 視 され る総合診療 部の キ ーワー
ドは、"連 携"で す。 これは、総合診療 部ばか りで
は な く、附属 病院 も含めた旭川医科 大学 の将 来の
運営 にお いて も重要 なキーワー ドか もしれ ません 、
総 合診療 部で は、附属病院 と地元 医師 会や地域基
幹病 院 ・診療所 との"医 療 連携"の 活性 化 に加 え
て 、院内 の 各専門 診療科 との"院 内連携"を 大切
に し、附属 病院の 窓口 と して機能 す る ことで 、地
域 に密 着 した医療 を展開 で きるよ う貢献 してい き
たいと考えてい ます 。
総 合診療 部では 、総 合診療 部外来、プ ラ イマ リ・
ケア とEHMに 関す る勉強 会,地 域医療総 合 セ ン
ター構想 に基づ く地域 医療連携 への取 り組 み など
多くの活動 を 、積極 的に行 ってい ます、,総合診療
部外 来で は、平ll午 後の紹 介状 を持 たない患 者様
を対 象に診察 を行 ってい ます。 プラ イマ リ ・ケア
とEBMの 勉強 会は、学生 ・教 職 員の皆 様 に も参
加 して い た だ き、 毎週 月曜 口に総 合診 療 部医 局
(機器 センター4F)で 行 ってお ります、,加えて、
)k年 度か ら義務化 す る卒後臨 床研修 の運営 にあた
る研 修 セ ンターの 業務整備 に 全力で取 り糾 んでお
ります,,
また、附 属病院 に新設 され た地域 医療連携室 と
連携 す る ことによ って 、受 診すべ き診療科 がは')
きり しない、 あるい は複雑 な症状や経 過 をお持 ち
の患 茜様 、 まず心 身両面 か らの診療 が必 要な忠 者
様 な どの ご紹 介時 に 、総 合診療 部 が初 期診 療 を
行 うこ とで、Y完内の.r門 診 療科 と地 域1矢療機 関 と
の医療連携 が スムー ズに行われ るよ う活動 して い
ます 。
総 合診療 部 は、高 度 に専門科 した現代の臓 器別
診療 を相 補 し、r人 的医療 を実践 す るため、 さら
に地 域 と附属病院 の医療連 携 を活性 化す るため に
役 、ン1つ部門 と して、 今後努 力 して参 りたい と思 い
ますの で 、ご指導 、 ご協 力をど うぞ よろ しくお願
い します 、
一34一
